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平和都市宣言

（昭和５８年５月３日宣言）

平和を希求することは，人類共通の願いであり，常に求め続け

ていかなければならない。

人間が傷つけ合い，生命を奪う暴力や争いが絶えることなく続

いている。

わが国の非核三原則の堅持はもとより，核兵器の廃絶と戦争の

根絶を強く願うとともに，平和な市民生活を脅やかす一切の暴力

を排除することを，今こそ，市民一人一人の誓いとすべきである。

ここに，旭川市は平和を願い，幸せな市民生活を守る決意を

表明して平和都市を宣言する。
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旭川市青少年平和大使紹介・派遣前の抱負

令和 5年度旭川市青少年平和大使に選ばれた 2名の生徒に，派遣へ向けての

抱負を聞きました。

旭川市立明星中学校

1 年 田中 亮多

交流会やピースフォーラムを通して，同年代

の仲間と交流を深め，これからの世界平和を

担う者として共通の認識を持ちたいです。

また，食料や政治的な仕組みについて，戦時

中と現在を比較し，平和について考えるととも

に，報道されなかった真実についても知りたいと

思います。

１.

たなか りょうた
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旭川市立緑が丘中学校

3 年 古俣 櫂

この派遣を通して，本や写真では学びきれて

いない戦争・原爆の悲惨さや平和の尊さなどを

実際に被爆者の話を聴いたり，被爆建造物を

見たりすることで，より深く学んでいきたいです。

また，自分が長崎で学んだこと，感 じたこと

を，戦争を体験したことのないたくさんの人たち

に伝え，発信していきたいと思います。

こまた かい



事前学習で調べた被爆建造物２.
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長崎での平和学習３.

被 爆 講 話

長崎で参加した平和学習「ピースフォーラム」で，被爆講話を聴講しました。

講師紹介

築城 昭平（ついき しょうへい）さん 被爆当時 1８歳・男性

当時長崎師範学校在学中（18 歳）。軍需工場へ学徒動員され，爆心地から

1.8km の学校の寮で，当日の夜勤にそなえ睡眠中に被爆。全身火傷を負う。特

に左腕と左足先は重傷だった。

（公益財団法人長崎平和推進協会ホームページより）

平和大使が長崎で学んだことや感じたことを写真やコメントで紹介します。
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フィールドワーク

生活で使われるものが埋まって

おり，原爆の悲惨さを物語って

いる。

塔の前に置かれた原爆殉難者

名奉安箱には，原爆によって亡く

なられた方々の氏名を奉安して

いる。

ここには被爆当時，血や脂，灰などが

浮いていたが，水を求めてやってきた

人々は不安ながらもその水を飲んだ

と言われている。

被爆当時の地層

原爆落下中心地碑

下の川
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東洋一とも言われた聖堂は，

爆風によって無惨にも崩壊し

た。

「水を，水を」とうめき叫びながら

亡くなった被爆者の冥福を祈っ

て建設された。

浦上天主堂遺壁

平和の泉

上を指した右手は原爆の脅威を，水

平に伸ばした左手は平和を，軽く閉

ざした目は戦争犠牲者の冥福を祈

る，という意味が込められている。

平和祈念像
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自 主 学 習 ・折 り鶴 の奉 納

平和公園・平和の鐘

台風の影響により平和祈念式典

への参列が叶わなかったので，平

和公園に市民のみなさんが心を込

めて折った鶴を奉納しました。

浦上天主堂

現在の浦上天主堂は，原爆投下

から約１４年後の１９５９年にコンク

リートで再建されたのち，１９８０年

に当時の姿に似せて復元された。
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長崎での学び（事後学習）４.
派遣を終えて，印象に残ったことについてまとめました。
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派遣を終えて５.
長崎で学んだことや感じたことをまとめました。

「平和の実現に向けて」 田中 亮多

「のどが乾いてたまりませんでした 水にはあぶらのようなものが一面に浮いて

いました どうしても水が欲しくて とうとうあぶらの浮いたまま飲みました」

これは，長崎の平和公園にある石碑に刻まれた，水を求めてさまよった少女

の手記です。

長崎を訪れ，初めてこの手記を知ったとき，大きな衝撃を受けるとともに，「こ

のような状況に陥ったとき，自分には何ができただろう。」と考えました。

長崎では，平和公園，原爆資料館など，さまざまな施設を訪れることができ

ました。また，被爆の講話を聞くなど，見聞を広げる中で，今を生きられるの

は，戦禍を生き抜いた祖先が，命のバトンを繋いでくれたからだと強く感じまし

た。今，私が生きていく理由が分かった気がするのです。

８月９日，今年も長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典が開催されました。平

和宣言で，長崎市の鈴木市長は，「核抑止への依存からの脱却を勇気を持っ

て決断すべきだ」と述べました。核兵器を所有する国があっては，いつ使われ

てもおかしくないのです。

２０１７年７月，国連で採択され，それから約３年半が経った２０２１年１月２２

日に発効した「核兵器禁止条約」に，日本は今なお署名・批准していません。

日本はアメリカの核の傘の下にあるという状況ではありますが，核廃絶を目指

すべき道もあるはずです。
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たった一発の原子爆弾によって，それからの社会を担うはずであった 38,000

人の子どもの命が失われました。原爆が社会に与える影響を改めて理解すると

同時に，一人一人の命の重みを感じる必要があります。

私は，長崎での学びを通して，様々な世代が，原爆の悲惨さについて学ぶこと

が，尊い平和の実現に向けて一歩前進できるものと確信しました。そのため，私

は長崎で得た経験や思いを，身近な人達から，更には市民をはじめ多くの人に

発信していきたいと思います。
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「長崎の派遣を通して」 古俣 櫂

今まで，学校などで戦争について学んではいましたが，今回，長崎を訪れ，

自らの目で見た，耳で聞いた長崎の被爆の実状は，想像を絶するものでした。

鉄をも溶かす3,000度から 4,000度の熱線で灼かれた建物や人。一瞬にし

て失われた命。命は助かっても，目玉が飛びでていたり，皮膚がただれた無惨

な姿。あの日，長崎では，死者約 74,000 人，負傷者約 75,000 人の被害が

出たそうです。

特に，原爆資料館で見た写真の中で，印象深かったのが，食べる物もない

母親が，乳をあげ，栄養のない乳で，さらに弱る乳飲み子。子の亡骸をかかえ

歩く母。自らの手で，身内を焼かなければならない現実。どれも今では考えられ

ず，戦争がもたらした，多くの悲しみを強く感じました。そして，「唯一の被爆国，

日本」に暮らす私ですが，平和であることが当然のように生きています。しかし，

終戦から７８年という月日が経ち，生きている被爆者の人が年々少なくなる一

方で，戦争を知らない世代が増える中，私たち若い世代は，この恐ろしい悲劇

を繰り返さないためにも，過去の悲しみや苦しみを忘れることなく，被爆者の平

和への思いを多くの人に知ってもらい，次世代に語り継いでいくことが重要で

す。
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今，私たちは，衣食住に困ることなく，何不自由なく暮らせていますが，一部

の国では，戦争をしていたり，人が人を殺す道具をどんどん生みだしていて，

核もその一つです。地球全体の核の保有数は年々少なくなってはいますが，

核が完全に廃絶となるには，まだ，程遠い数です。「核抑止」という言葉はおど

しでしかなく，核保有国同士の関係が悪くなり，核の打ち合いなどになれば，

地球は死の惑星と化します。真の意味での世界の恒久平和を願うのなら，こ

の地球から核というものを完全に廃絶し，人が人を殺すのではなく，人が人を

救う世の中を目指していくべきだと強く思いました。
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・被爆者から聞いた話・思いを受け継ぎ，若い世代へと語り継ぐ。

・戦争を経験した自分たちの祖先のことについて調べてみる。

・総合の授業の時間でグループディスカッションをするなどして，「平和」に

対して興味や関心がない人に興味を持ってもらう。

・交流会やボランティア活動など，平和に向けた事業を興す。

・小学生や未就学児などを対象とした，原爆や平和についての絵本の

読み聞かせなどを行う。 派遣前よりも，平和に対する想いが

より強く，より具体的になりました。

平和のために私たちができること６.
これから私たちは，平和な未来へ向けて何ができるのか，平和大使とし

て長崎に派遣される前と後ではどんな気持ちの変化があったのか比べてみ

ました

派遣前

・戦争経験者の経験談を語り継ぐ。

・原爆の悲惨さを伝える。

・国際理解（国際的な対話，コミュニケーションを増やす。）

・国内の同年代の意見交換。

・自分の周りから平和学習を進める。

・平和活動に参加する。

・戦争を知らない若い世代にもっと戦争について知ってもらう。

・道徳の授業の時間などを活用して戦争についてもっと知ってもらう。

・平和活動をもっと増やす。

派遣後
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平和大使の派遣日程(令和 5年度)７.

８月７日（月）

８月８日（火）

８月９日（水）

８月 10 日（木）

～11 日（金）

旭川→長崎 移動日

原爆資料館・永井隆記念館見学

千羽鶴奉納

ピースフォーラム参加（被爆体験講話・フィールドワーク）

交流会

台風の影響により，ホテルにて自主学習

自主学習（浦上天主堂等の見学）
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８月 12 日（土） 旭川→長崎 移動日

台風６号の影響で復路の飛行機

が欠航となり，予定より 2 日滞在が

延びました。しかし，時間を有効活

用してより平和への学びを深めるこ

とができました！



旭川市平和大使派遣事業について８.

目 的

戦争経験のない子どもたちを「平和大使」として被爆地に派遣し，全国から

集まった同世代の仲間とともに平和学習に参加することにより，被爆の実相や

平和の尊さを学び，派遣終了後はその学習成果や平和の大切さを広く市民に発

信することを目的としています。

派 遣 対 象 ・人 数

市内中学生 若干名

※作文による募集・選考により決定

平 和 大 使 のスケジュール

7 月下旬 説明会及び第 1回事前学習会

8月上旬 出発挨拶，第 2回事前学習会

8月 7日～10日 長崎市へ派遣

8月中旬 第 1回事後学習会（報告パネル展準備）

8月下旬 派遣報告会

9月上旬 第 2回事後学習会（へいわハンドブック作成）

9月中 派遣報告パネル展開催

あなたも平和大使として被爆地長崎で平和について学び

平和の大切さを伝えてみませんか？
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旭川市の平和の取組９.

平 和 都 市 宣 言 絵 画 ・ポスターコンクール

市内小中学生を対象に平和をテーマとした図画を募集

募集予定時期：4月～6月下旬

旭 川 市 青 少 年 平 和 大 使 派 遣 事 業

被爆地に青少年を派遣し，被爆の実相や平和の尊さについて学んでもら

い，市民に平和の大切さを伝えてもらう

募集予定時期：4月～5月下旬

平 和 の折 り鶴 事 業

市民の方から千羽鶴を募集し，長崎原爆資料館及び長崎原爆犠牲者慰霊平

和祈念式典会場へ奉納

募集予定時期：4月～7月上旬

平 和 月 間 ・ピースウィーク

8 月の 1ヶ月間，旭川市中央図書館にてコンクール入賞作品をはじめとし

た平和関連ポスターを展示

実施予定時期：8月

ミニミニ原 爆 展 ・移 動 原 爆 展

ミニミニ原爆展

市内公共施設で，ヒロシマ・ナガサキ原爆写真ポスター展を開催

移動原爆展

市内小中学校に原爆写真ポスター及び平和と学びポスターを貸出
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